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※当院では令和元年5月13日をもちまして、共用基準範囲に準拠した基準値を採用しております　　　

ＰＬＴ（血小板） １５８～３４８ 10
3
/uL

止血機能があり、出血傾向や血栓症、肝臓病の診断に用います。

令和元年10月30日改訂

Ｈｔ (ﾍﾏﾄｸﾘｯﾄ)
＜男性＞４０．７～５０．１ 

%
血液中の赤血球の割合を示し、貧血、多血症などの診断、経過観察

＜女性＞３５．１～４４．４ に用います。

＜女性＞３．８６～４．９２ 疾患に有用です。

Ｈｂ (ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ)
＜男性＞１３．７～１６．８

g/dL
血色素（ヘモグロビン）は酸素運搬能力を推測し、貧血で低下し、脱水

＜女性＞１１．６～１４．８ で上昇します。

血
液
一
般

ＷＢＣ（白血球） ３．３～８．６ 10
3
/uL

感染症や炎症で高値を示し、白血病などの血液疾患の診断にも重要

です。

ＲＢＣ（赤血球）
＜男性＞４．３５～５．５５

10
6
/uL

各組織に酸素を運び、貧血や多血症など赤血球造血に異常のある

(ｸﾞﾘｺﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ) 糖尿病治療の指標として用います。

炎
症

ＣＲＰ ０～０．１４ mg/dL
急性の炎症や組織の損傷がおこると上昇します。

糖
代
謝

ｓ－Ｇｌｕ（血糖） ７３～１０９ mg/dL
糖尿病や悪性腫瘍などで上昇します。

ＨｂＡ１ｃ（NGSP値）
４．９～６．０　 ％

１～２ヶ月前の血糖値を反映し、糖尿病で上昇します。

膵 ＡＭＹ(ｱﾐﾗｰｾﾞ) ４４～１３２　 Ｕ/L
糖類を分解する消化酵素で、膵炎や唾液腺の疾患で上昇します。

ＬＤＬ-Ｃｈｏ
(悪玉コレステロー
ル)

６５～１６３
過剰に蓄積すると動脈硬化症の原因

120～139で境界域、140以上で高ＬＤＬコレステロール血症

ＴＧ(中性脂肪)
〈男性〉４０～２３４ 高くなると動脈硬化症、心臓病、脂肪肝の原因。糖分やアルコール過剰で上昇。

〈女性〉３０～１１７ 150以上で高トリグリセライド血症

動脈硬化症や冠動脈疾患の危険因子

220以上で高コレステロール血症
ＨＤＬ-Cho
(善玉コレステロー
ル)

〈男性〉３８～　９０　 動脈硬化症を抑えます。肥満、糖尿病、喫煙などで低下

〈女性〉４８～１０３　 40未満で低ＨＤＬコレステロール血症

骨 Ｃａ(ｶﾙｼｳﾑ) ８．８～１０．１　 骨疾患や歯の疾患、副腎機能障害等で変動します。

脂
　
質

脂質項目は動脈硬化性疾患予防ガイドラインでは，共用基準範囲より厳しい値設定がされております。

Ｔ-Ｃｈｏ
(総コレステロール)

１４２～２４８　

mg/dL

３．６～４．８　 などで低下したり、上昇したりします。

Ｃl  （塩素） １０１～１０８ 

ＵＡ （尿酸）
＜男性＞３．７～７．８  

mg/dL
痛風や腎機能障害で上昇します。

＜女性＞２．６～５．５　

ｅＧＦＲ ６０　～
腎機能障害で低下し、慢性腎臓病の早期発見や重症度の評価を

します。

Ｎa (ﾅﾄﾘｳﾑ) １３８～１４５　

mmol/L

細胞の内外に分布し、心臓、腎臓、内分泌疾患や下痢、嘔吐、脱水

Ｋ   (ｶﾘｳﾑ)

腎
　
機
　
能

ＢＵＮ ８～２０．０ 

mg/dL

腎機能障害、高たんぱく質の摂取、脱水などで上昇します。

ＣＲＥＡ
＜男性＞０．６５～１．０７ 腎機能を反映し、腎障害で上昇します。

＜女性＞０．４６～０．７９ 

Ａ／Ｇ比 １．３２～２．２３

Ｔ－ＢＩＬ
０．４～１．５ mg/dL

黄色の色素で、肝機能障害や血液疾患で上昇し、黄疸が現れます。

（ビリルビン）

ＴＰ （蛋白） ６．６～８．１　

g/dL
ＴＰはたんぱく質の総称で、栄養不良や消化器障害、肝機能障害で

ＡＬＢ ４．１～５．１　
低下します。蛋白は大きく分けるとアルブミン（Ａ）とグロブリン（Ｇ）が

あり、Ａ／Ｇ比は肝臓や腎臓などの疾患で変動します。

１２４～２２２ 心臓や肝臓、血液の疾患で上昇し、悪性腫瘍などで高値となります。

ＡＬＰ １０６～３２２ 肝臓、胆道疾患や骨疾患で上昇します。

γーＧＰＴ
〈男性〉１３～６４ 肝臓、胆道疾患で上昇し、閉塞性黄疸、肝炎、特にアルコール性肝炎

〈女性〉　９～３２ 脂肪肝の指標となる酵素です。

肝
　
機
　
能

ＡＳＴ（ＧＯＴ） １３～３０  U/L

U/L

心筋梗塞や肝炎で上昇し、運動後に上昇する事もあります。

ＡＬＴ（ＧＰＴ）
〈男性〉１０～４２  

上記とほぼ同じで、特に肝機能障害で敏感に反応します。
〈女性〉　７～２３ 

ＬＤＨ

心 ＣＰＫ
〈男性〉５９～２４８  

U/L
主に筋肉疾患で上昇し、心筋梗塞や筋炎などの診断に用います。

〈女性〉４１～１５３  運動後に上昇する事もあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　＜検査結果の見方＞　　　　　　　　　　　 南部徳洲会病院
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